









 平成 29年度は，4月には 63名が 1年次に入学し，また 62名の 4年次学生が各研究室に配属さ













平成 29年度に行われた入学試験は，実施時期の順に，編入学試験（志願者 14名，合格者 1名），
アドミッションセンター入試（志願者 9 名，合格者 0 名），推薦入試（志願者 34 名，合格者 15
名），個別学力検査・前期日程（志願者 137 名，合格者 47 名）、私費外国人留学生入試（志願者














M1	 M2	 D1	 D2	 D3	













8 月（前期）	 76（38）	 52（26）	
8 月（後期）	 4（2）	 4（2）	
2 月（前期）	 13（6）	 9（3）	
2 月（後期）	 5（2）	 4（1）	
	





	 	 	 	 	 	 前期課程	
進学	 企業	 独法	 教員	 公務員	 その他	
5	 44	 1	 1	 5	 2	
	 	 	 	 	 	 後期課程	
大学	 研究員	 企業	 独法	 公務員	 その他	
1	 3	 3	 1	 0	 2	
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【2】体験学習(重田育照) 
 物理学類では、大学における物理学の教育内容を高校生に知ってもらうために、
体験学習を毎年実施している。平成29年度は、8月7日(月)に実施し、33名の参加者
があった。学類長の説明のあと、物理学に関する講義4件を開講し、その後、物理
学実験(参加者は4テーマの内から一つ選択)を行った。実験終了後、質疑応答と修了
式を行い、さらに希望者は学内センターの見学を行った。 
具体的な内容と時間進行は以下の通りである。 
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右端が担当者であるが、その他に多数の学群生、大学院生、事務方の協力を得た。
最後にアンケートを回収した。講義、実験に対して、ほとんどの参加者が興味を持
ってもらえたようであるが、例年同様必ずしも内容を理解できた訳ではない。今後
改善していきたい。 
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【3】カリキュラム関係(重田育照) 
平成29年度中のカリキュラム関係の報告は以下の通りである。 
1. 学類カリキュラム 
(1) 授業評価について 
全ての講義に関してアンケートを作成し、実施した。 
(2) 学位プログラム化に関して 
SF教育に伴い導入される学位プログラム化について検討し、１年次の進級
要件、および卒業要件となる授業の検討を行った。 
(3) SFTに関して 
平成31年度より始まるSF教育に関して、「力学1」「力学2」「力学3」「電
磁気学1」「電磁気学2」「電磁気学3」に関して内容を検討し、教科書等
の選定を行った。 
(4) 大くくり入試に関して 
平成32年度より始まる大くくり入試に関して、それぞれの入試定員や科目
などを検討した。 
 
2. 大学院カリキュラム 
(1) 授業評価について 
大学院の授業のためのアンケートを作成し、実施した。 
 
3.新たな教育方法の開拓と実践 
(1) 学生の能動的な学習を喚起させるために、前年度に引き続いて「課題
探求実習」を実施している。 
(2) 物理学の教育では、講義による知識の吸収と、知識をさらに深く理解
するための演習形式の学習を統合した形の授業を力学、電磁気学、統計力
学で実施している。 
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(3) 講義資料の閲覧やレポートの提出などに、学習管理システムmanabaを
積極的に活用している。 
(4) 現代社会において必須である英語の強化の観点から、英語を母国語と
する講師の授業を引き続き開講している。平成29年度は、科学英語担当の
専任外国人1名を助教として採用し、授業担当を。 
 
4.教養教育、リメディアル教育 
(1) 高校で物理を習っていない主に文科系の学生を対象とした総合科目
「現代人のための科学I」、「初めて学ぶ物理学I・II」を開講している。
また、より広い学生を対象とした高度な内容まで含んだ「現代物理学への
招待」も開講している。 
(2) 1年次春学期の科目「力学1」、「電磁気学1」、「基礎力学1」、「基
礎電磁気学1」の補習を夏休み(平成29年9月28, 29日)に実施した。合計5名
の参加があった。 
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